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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

DsbA-DsbB-ユビキノン酸化システムによる還元ストレス除去機構の解明を目的に本年度は、還元ス
トレスにより蓄積した Cys-Cysの細胞内再取り込みについて解析を行った。Cys-Cysトランスポータ
ーFliYの欠損株を用いて、平成 21年度に確立した測定法により、ペリプラズム中の Cys-Cysの蓄積
を明らかにした。またアイソトープラベルした Cys-Cysはを用いて、FliY依存的に細胞内に取り込ま
れることを明らかにした。この知見を活用し、これまでに構築した Cys発酵生産菌（生合成系の強化：
フィードバック阻害非感受性型変異型セリンアセチルトランスフェラーゼの過剰発現と排出系の強

化：CysトランスポーターYdeD過剰発現を有する）に、課題１）、２）の知見を活用し、DsbB欠損
を組み合わせることで、Cysの DsbAによる Cys-Cysへの酸化を防ぎ、生育阻害を緩和することで、
生産性の向上に成功した。また、培地に排出された Cysは次第に Cys-Cysに酸化され、蓄積すると考
えられる。そこで Cys-Cys取り込み系の破壊（FliY）も併用し、さらなる生産性の向上に成功した。 
以上のことから、毒性の高い Cysを大腸菌の酸化環境であるペリプラズムで Cys-Cysに酸化し毒性を
下げることで、生育阻害を緩和し、生産性の向上につながったと示唆された。また、大腸菌の立場で

考えるとこの DsbA-DsbB-ユビキノン酸化システムは、Cysのような還元剤に対するストレスへの防
御システムとも考えることができる。 
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